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71 Barret.t食道に合併した附締り1例
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症例は62歳Z-片で胸部1こ快感を訴:i.来院.内祝鏡検&.に

て食道癌と診断され丸院した.食遺Ⅹ腺造影では下部食

道に約･ノIcm 〔/T)境則七軒的明瞭在表在隆起町･'対句登を認

,'約-/二.内規鏡検軒L:吊､門歯製LLり こi/I-こ汀cm i-I)荊壁

に数個の小隆起Ir:FI仁)凹【‖j†くJ巨1L:.易出血性し7.)隆起性病変

が見られた.生検にて率分化型腺癌と診断され 平成元

年3月20日手術を施行した.病理診断は 37x20mm の

あった.病変部より日劇は偏平上皮からなる正常食道粘

膜でありを駐門側は胃粘膜がみられ 病変部周辺は盈層

偏､FL皮上 Goblet(:ellを伴･~-円柱上皮が混在 トて~し､

た,また癒病巣の中に偏平上皮の残存がみられたことよ

'')fhrrt､u 食道腺癌Li二診断 し-/∴

畠)腎癌の原発巣 と壁内転移巣の形態学的鑑別

診断
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多発胃癌と胃癌の壁内転移の鑑別を目的に,壁内転静

ま8病巣と単発の原発性粘膜下浸潤腎癌22例を形態学的に

比較検討 した.

内癌浸潤面積か大きく.癌露呈部LTlW対人株数か小さく,

粘膜内の癌の断面形が顔形となることが寮かつた.また,

附 則勺の組織像では,壁内転移は,分化型1二i例では,内

陸iこ向かう方向性を持-I-癌腺管群を全く持たなし､こしL_が

多く,末分化型 5例では.全て低分化充実癌でか ),各々

原発癌と異なった事

これ1､-LT)項目は.壁内転移上原発癌を鑑別するtI)にヰj̀

周であると思われた.
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症例.[16童女1牛 昭和63琴㍉い1胸やけあり.近医にて

胃癌上診断され 術前 AFI)が 191;17.I(局,JIjく Al/ド

産生胃癌を疑し､当院にて胃亜全摘術をおこ左-､L!/_.rl､･

触 感0. にて肝に腰痛や転移の所見はなく予鮪中の肝の

糎状切除標本で屯群衆や肝硬変の所見はなかった中切除

標本では,胃前庭部前壁をこBo汀,恩塾病変があった.

上昇し術後積れ月田の CT をこて転移巣を認めている.

審症例は,AFP塵盤部が PAP法により染色されたこ

とから AFP産生胃癌でありチ病理組織が髄様型を示

t免疫′FE気泳動法にて C川1Cこ1m＼･arin-A 結合性亜種ハ

割合がバ500上 肝癌qriLT)95十7 00に近い.Ar/I)碓牛胃

癌L')分T'LJJ一向か組織学的に-"ち.生化学的にl),肝細胞 癌

筋魁の骨化に向いていることを顔弓ぼる.
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【日的】(加11r)ylohこICtPl･ p11 川一日 ロ トLl~)1L')臨席的

特徴を検討した . 監対象ヨ上部消化管内視鏡検査を施行

した 且38症例 潤 77 私 女61 私 年令は30 歳から88 歳ま

管.て.平均隼齢59.9歳一.【方法】腸 r･.皮付牛し')左い胃

前庭部の--か所より生検を施行 し,培養法をこより CP

十検出 して検討 しナ∴ 【成績】1.('l'LT湖 畔率;二性差は

みられなかった,2申CP陽性群は陰性評に比べ,平均

年齢が有意をこ低かった (陽性群53鼠 陰性群63歳).3,

胃十二指腸基礎疾患各群において CP陽性群は平均年

齢が低い傾向がみられた.魂.CP と胃十二指腹疾患

(胃炎.胃･ 仁二指腹満場.潰鳴瀬痕)に関連 性かJL!､-.,

木.･}.-;,.lr).CP と ト12blL･xTkt汀に関連性か_ん吊豆 二.tう.(:､l)

と.F汗昧乱 食道静脈噛,腎1こ全 廿llJ.C APt))とLl職I

に関連性はみられなかった.
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ほ 的)今回我射 ま胃集団検診を内視鏡単独で行い,

その有用性について検討したので報告する.し対象)198･Il

年から約 5年間,当医療協会社員を対象に施行された内

視鏡胃集検はのベ3885人であった.受診者は服市町村

に及び下越地方が約3分の2をしめたe(結果)発見さ

れた胃悪性睦壕は胃癌17例 LO.430O)(早期癌13f札 進




